
令和４年 工事実施内容
・伐採（約14,550㎡）
・掘削・土砂搬出量（約14,500㎥）
・流路護岸工（約19ｍ）

浅間沢遊砂地工 施工状況

河口湖

浅間沢遊砂地工事
（富士山北麓砂防設備工事）

北口本宮冨士浅間神社

「全国からの火山防災対策の取り組み報告」

富士山における火山防災の取り組みについて
富士山北麓地区で本格的な砂防設備工事に着手 ～富士山北麓地区火山砂防事業着工式～

５月２８日に山梨県富士山科学研究所本館１階ホールにおいて、富士山北麓
地区火山砂防事業着工式を執り行いました。
式典では、前国土交通大臣政務官、山梨県知事、富士吉田市長、地元選出国

会議員、富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合長、国土交通省砂防部長、
前中部地方整備局長が鍬入れを行い、工事の安全を祈念しました。
事業概要説明では、富士山科学研究所富士山火山防災研究センター長による

降灰後土石流の模型実験の実演とともに、富士砂防事務所がこれまでに実施し
てきた事業や式典前日の降雨で観測された大沢川の土石流の映像放映、令和４
年度から着工をする北麓遊砂地工群(浅間沢)について富士砂防事務所長が説明
を行いました。

■事業概要

富士砂防事務所では、富士山北麓地区において平成30年度以降、既設砂防
堰堤の除石や、防災備蓄ブロックの製作等を行ってきました。
令和４年度より富士吉田市上吉田地内の浅間沢において、本格的な砂防設

備工事(浅間沢遊砂地工)に着手します。

北麓地区での砂防設備工事の着手により、地元の市町村の人命・財産や道
路・鉄道等の重要交通網・広域避難路また、防災上の拠点となる富士吉田市
役所を含めた市街地において、被害の軽減が図られます。
北麓地区での初めての砂防設備となる浅間沢遊砂地工の施設の詳細は、下

記のとおりです。

国道139号

施設イメージ

浅間沢遊砂地
工

計画箇所

実施個所 山梨県富士吉田市上吉田地内

整備内容 遊砂地工

(砂防堰堤３基、床固工１基、導流提、渓流保全工等)

施設効果量 約５万㎥

■着工式について

降灰後土石流の模型実験

鍬入れの様子

※鍬入れの写真 左側から渡辺正志富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合長、堀内詔子衆議院議員、赤池誠章参議院議員、長崎幸太郎山梨県知事、泉田裕彦 前国土交通大臣政務官、
堀内茂富士吉田市長、中谷真一衆議院議員、三上幸三水管理・国土保全局砂防部長、堀田治 前中部地方整備局長

泉田 前国土交通大臣政務官による式辞 長崎山梨県知事による来賓祝辞 堀内富士吉田市長による来賓祝辞

降灰後土石流の模型実験 式典会場への遠隔放映の様子
藤平富士砂防事務所長による

富士山北麓地区火山砂防事業説明

国土交通省 中部地方整備局
富士砂防事務所 調査課

富 士 山 ／

：R4年伐採範囲

：R4年掘削範囲

伐採状況（6月中旬）

土砂搬出状況（8月中旬）

伐木搬出（7月中旬）

浅間沢遊砂地は、長さ約550m・幅約150mあり、約50,000㎥の土砂を貯めることができます。


